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研究要旨：本グループの研究計画は「HTLV-1 関連疾患研究事業」の評価と提言（柱

１）と「ATL 発症リスク告知の指針」策定を目指す検討（柱２）の２つの課題を

遂行する事である。3 年間の活動概要は以下の通りである。柱１：①「学術シンポ

ジウム」「国際シンポジウム」を開催し、国内外の研究者との情報交換と議論を行

った。②「日本 HTLV-1 学会学術集会」の第 1 回から第 3 回までを共催した。③関

係学会・研究会における発表内容の調査を行った。④年間 2 回のペースで開催され

る「HTLV-1 対策推進協議会」への参加と議論の情報交換、⑤年３回開催の班会議

を通じた評価と議論を行った。柱２：当研究グループの専門家による情報収集と評

価・検討を進め、公にリスク告知の議論を行う時期と条件を慎重に検討した。その

結果、現時点では「リスク告知」の議論を進めることは時期尚早であるとの判断に

なった。 

 

 
Ａ. 研究目的 
 ATL はその発見から３０年以上が経過
しているが、未だに有効な治療法が確立
されておらず、予後不良である。原因ウ
イルスである HTLV-1 は国内に少なくと
も約 110 万人の感染者がおり、ATL 患者
も年間約 1200 人発症し毎年 1000 人以上
が亡くなっている。この現状を背景に、
2010年に首相官邸に特命チームが組織さ
れ、「HTLV-1 総合対策」が策定された。
この対策では、HTLV-1 関連疾患対策とし
て、感染予防、発症予防、新規治療法開
発の３点を課題として、医療行政および
研究開発に積極的に取り組む事が規定さ
れている。申請者らはこれらの作業に当 

 
事者として深く係わってきた。従って、
本研究の目的は、「HTLV-1 とそれによっ
て発症するATLおよびHTLV-1関連疾患」
について、感染予防、発症予防、新規治
療法開発、の観点から「HTLV-1 関連疾患
研究領域」の各研究事業の進捗状況の把
握と評価を行い、国内外の状況と比較検
討し、戦略的かつ総合的な観点から評価
して総合的かつ効率的な研究体制の提言
を行う。また、「ATL 発症リスクの告知の
指針」策定と適切な運用のあり方につい
て検討を進めることである。 
 
Ｂ. 研究方法 
 「HTLV-1 関連疾患研究事業」の評価と



 

提言（柱１）と「ATL 発症リスク告知の
指針」策定を目指す検討（柱２）の２つ
の課題について取り組んできた。最終年
度に当たっては、柱１については、全体
の現状把握と評価に基づく提言を取りま
とめ、当該領域の適切かつ効率的な運用
に資することを目指す。柱２については、
リスク評価研究の現状と高リスクキャリ
アに対する介入手段の有無と研究開発の
現状を把握し、「ATL 発症リスク告知」の
適否よおよび、議論を進める上での必要
な条件とタイムテーブルに関して合意形
成を行なった。 
柱１「HTLV-1 関連疾患研究事業」の評価
と提言：研究分担者が各班会議に参加し
ての評価書の作成や、「学術シンンポジウ
ム」「国際シンポジウムあるいは特別講演」
の開催や各種研究会支援を通じて、国内
外の研究進捗状況を把握・評価し、現状
と課題を整理した年次報告書を作成し、
最終年度には包括的な提言と「指針」を
まとめることを計画した。 
柱２「ATL 発症リスク告知の指針」策定
を目指す検討：「リスク告知の指針検討委
員会」は HTLV-1 関連疾患専門家、遺伝
相談、医療倫理の専門家と患者・キャリ
アの代表で構成し検討、合意形成を目指
した。 
 3 年間の研究期間で取り組んだ課題を
まとめると以下の様になる。 
（１）国内における ATL 及び HTLV-1 関
連領域の研究の現状把握： 
 ①「HTLV-1 関連疾患研究領域」と指定
された厚生労働科学研究費の研究事業
（2015 年度からは、日本医療研究開発機
構(AMED)および関連の厚生労働科学研
究費による研究事業）による研究の現状
把握と評価 
 ②当該領域学会の共催および情報把握 
（２）国際的な ATL 及び HTLV-1 関連領
域の研究の現状把握： 
 ①国際シンポジウムの開催 
 ②国際学会等での情報収集 
（３）HTLV-1 関連疾患研究領域の研究班
の合同成果発表会の開催 
（４）他省庁の研究補助金による研究課
題の研究に関する現状調査と評価 
（５）「HTLV-1 対策推進協議会」と班員

との情報交換 
（６）年３回の班会議とメール会議によ
る情報交換と議論 
各課題に即して概説すると以下の様にな
る。 
（１）国内における ATL 及び HTLV-1 関
連領域の研究の現状把握 
 ①「HTLV-1 関連疾患研究領域」に含ま
れる研究事業による研究の現状把握と評
価：「HTLV-1 総合対策」推進の責任部署
である労働省結核感染症課が指定した、
2014〜2016 年度（平成２６年度〜２８年
度）の「HTLV-1 関連疾患研究領域」の研
究課題に加えて関係する研究事業の班会
議開催に際して、当研究グループの班員
がオブザーバーとして参加し、所定の評
価用紙に評価を記載して報告し、班会議
などを通じて議論する。 
 ②当該領域学会・研究会の共催および
情報把握：他の省庁・機関によって支援
されているATLに関わる研究課題および
研究組織を含めて、研究の進捗状況把握
のため、各種研究会の開催支援と情報収
集を行う。これにより、基礎から臨床ま
での幅広い研究組織の活動実態と進行状
況を把握し評価する。 
（２）国際的な ATL 及び HTLV-1 関連領
域の研究の現状把握： 
 ①「国際シンポジウム」あるいはそれ
に相当するイベントの開催：海外と国内
の研究者各々数名を招待してシンポジウ
ムを開催し、国外での研究進展状況の把
握、情報交換と交流を促進し、我が国の
研究の評価と位置付けを行うとともに、
国際的研究協力の可能性を追求する。 
 ②国際学会等での情報収集：班員等が
関連の国際学会・研究集会等に参加して
情報収集・情報交換を行う。 
（３）HTLV-1 関連疾患研究領域の研究
班の合同発表会の開催：2014〜2016 年度
（平成２６年度〜２８年度）の各年度ご
とに、当研究領域で採択されている研究
事業に加え、関連の研究事業の研究代表
者が、年度末に一同に会して当該年度の
研究の進捗状況を発表し、議論する機会
を設ける。この発表会終了後に当研究班
の第３回班会議を開催し進捗状況や問題
点に関して議論する。 



 

（４）他省庁の研究補助金による研究課
題の研究に関する現状と評価：特に、文
部科学省の科学研究費補助金による研究
事業と、「HTLV-1 関連疾患研究領域」の
枠に含まれない日本医療研究開発機構
（AMED）の研究事業の有無につき、情
報を集めて整理・分析し、本研究領域の
研究課題との関係等を検討する。 
（５）「HTLV-1 対策推進協議会」と班員
との情報交換：「HTLV-1 対策推進協議会」
における議論の内容について、その議事
録中心に班員に紹介し、班会議等で議論
を行う。 
（６）年３回の班会議とメール会議によ
る情報交換と議論：班会議を年３回開催
し、情報交換、関連班研究の進展状況の
情報共有と評価に関する議論を行う。 
 以上の様な作業を通じて、医療行政に
適切な情報発信を行うとともに、総合的
かつ戦略的な研究推進体制の確立に貢献
する。 
 
（倫理面への配慮） 
 本研究計画は、その性質上「倫理面へ
の配慮」を特に考慮する必要がない。 
 
Ｃ. 研究結果 
(I)個々の活動の概要 
（１）「HTLV-1 関連疾患研究領域」の厚
生労働科学研究費および日本医療研究開
発機構（AMED）による研究事業の研究
の現状把握と評価： 
(A)「HTLV-1 関連疾患研究領域」全体の
現状 
 周知の様に「HTLV-1 関連疾患研究領域」
は、当初は、研究領域の趣旨をふまえて、
既存の各領域の研究事業の枠内で幾つか
の研究課題を採択し、当該領域の研究と
して統一的に推進を図ることを目指して
いる。 
 しかしながら、2015 年度（平成２７年
度）からは、直接医療行政に関わる厚生
労働科学研究費の課題を除き、大多数の
医学領域の研究事業が日本医療研究開発
機構（AMED）へ移管された。これに伴
い、「HTLV-1 関連疾患研究領域」とされ
るもののうち 3 件のみが厚生労働科学研
究費の枠内の研究事業となっている。

2014〜2016 年度の「HTLV-1 関連疾患研
究領域」の推移を表 1 にまとめた。この
期間に「HTLV-1 関連疾患研究領域」の研
究事業として採択された研究課題はのべ
２４件となる。研究期間についてみると、
2014 年度で終了したものが２件、2015
年度で終了したものが４件である。また、
2014年度から開始された研究事業は１６
件、そのうち３件は研究期間２年で、2015
年度で終了した。その他の１３研究事業
は3年間の研究期間最終年度は2016年度
となっている。 
 各年度ごとの採択研究事業数を見ると、
2014 年度１９件、2015 年度２０件、2016
年度１８件と大きな変動はなく、推移し
ている（表１）。一方、本領域に指定され
た研究事業の研究費の総額の推移につい
て 検 討 す る と 、 2014 年 度 は 総 額
1,421,021 千円、2015 年度は 1,450,854
千円であるのに対して、2016 年度では
867,287 千円と、前２年度分に比較して
ほぼ 3 分の 2 に減額となっていることが
注目される。ただ、全体として見ると
「HTLV-1総合対策」が策定され「HTLV-1
関連疾患研究領域」が設定された際の「研
究費として年間 10 億円を目安に配分す
る」とした、当初の規定はある程度維持
されてきたと判断することができるであ
ろう。 
 2014〜2016 年度までの研究課題の領
域的な分布について検討すると以下の様
になる。 
１．ウイルス学および抗ウイルス薬開
発：なし 
２．ウイルス感染の実態把握と感染予防
関係：６研究事業 
３．感染細胞の特性解析・増殖制御：1
研究事業 
４．HAM 等関連疾患関係：７研究事業 
５．ATL および腫瘍学関係（臨床治験を
ふくむ）：８研究事業 
６．医療行政的内容のもの：１研究事業 
７．その他、難病や関連疾患の大規模解
析プロジェクト：１研究事業 
 この様な研究課題の領域の分布を見る
と、他のウイルス感染領域の研究事業（例
えばエイズ対策研究事業、肝炎対策研究
事業）、と比較し、研究費の規模の違いは



 

別にして、ウイルスを直接対象としたウ
イルス学および抗ウイルス薬に関わる研
究課題が採択されていないことが大きな
特徴であるとともに研究領域全体の問題
点である。一方、ATL の領域で総計８つ
の研究事業が採択されており、特に「革
新的がん医療実用化研究事業」の研究事
業では、「付随研究」として、統合的ゲノ
ム解析研究、分子標的探索、バイオマー
カー探索等をふくむ基盤的な研究内容が
組み込まれており、治療研究と病態解明
の基礎研究が有機的に連携した形で採択
されていることは、今後の癌研究領域の
あり方として大きな意義があると考えら
れた。HTLV-1 関連疾患の HAM に関係し
た研究事業が７件採択されていることも
注目される。発症率は ATL の 10 分の１
で、現時点での総患者数が約 3000 人と推
定される希少難病に対する研究事業とし
ては手厚いサポートを受けていると考え
られる。しかし、研究の推進が一部少数
の研究者に依存していることは、領域と
しての課題であろう。 
 
(B)各研究事業の研究進捗状況の評価 
①オブザーバーによる各研究事業の進捗
状況の評価： 
 「HTLV-1 関連疾患研究領域」の研究事
業に関して、その研究班会議に、本研究
班グループの分担研究者１〜数名がオブ
ザーバーとして参加し、研究の進捗状況
の把握と評価を行った。 
 具体的には、小規模の研究事業のため
班会議を開催しない研究班と班会議開催
日が年度末に予定されているものを除き、
分担研究者がオブザーバー参加し、評価
書を作製した。評価書のまとめは資料と
して添付した（資料１〜３参照）。 
 評価シートは、「進捗状況について」と
「今後の展望について」の欄があり、そ
れぞれに自由記載の形でコメントを記載
した。個々の研究班ごとに、オブザーバ
ーから高く評価出来る点と、検討課題と
して今後の取り組み・改善を求める点が
指摘されていた。 
 全体の評価は「ほぼ順調に進展してい
る」と言うものが大多数であったが、一
部の臨床研究では患者の登録の遅れや治

験薬の入手準備に遅れが見られ、期間内
での研究完了に懸念が示されたこれらの
評価書をそれぞれの研究代表者へ送付し、
事後の研究推進計画策定の参考として利
用してもらった。 
 評価委員からの第三者的コメントは、
それぞれの研究事業の適正且つ効率的な
運用に資するところが大きいと考えられ
た。 
 
（２）国内の ATL 及び HTLV-1 関連領域
の研究の現状把握 
 2014-2016 年度にかけて、各分担研究
者が、それぞれの専門領域の国内学会（ウ
イルス学会、分子生物学会、血液学会、
神経免疫学会、がん学会等）の学会に参
加し、成果の発表と同時に、関連領域の
研究に関する情報収集を行った。 
 また、2013 年１０月に、従来の HTLV-1
研究会を母体として発足した「日本
HTLV-1 学会」の学術集会を第 1 回から 3
回まで共催し、当研究領域の研究成果の
発表と情報交換の場とした。第 1 回と 2
回学術集会では約２２０名、第３回学術
集会では４００名余の参加があり、熱心
な議論が行われた。（資料 4〜6 参照） 
 
（３）国際的な ATL 及び HTLV-1 関連領
域の研究の現状把握： 
①学術シンポジウムの開催： 
 国際的な研究活動の現状把握と、海外
の研究者との情報交換および交流を目的
に、2014 年から 2016 年まで、「学術シン
ポジウム」「特別講演」あるいは「国際シ
ンポジウム」の形で、「日本HTLV-1学会」
と併催の形で開催した。各年度のシンポ
ジウムのプログラムは資料７〜９に示す。 
 2014 年度は、「アジアにおける HTLV-1
感染と関連疾患の実態」をテーマに、韓
国、中国、台湾から専門家を招き、我が
国の日赤の情報を合わせて講演し、情報
共有と交流の機会とした。2015 年度は
「HTLV-1 ワクチン開発の現状」をテーマ
に、我が国の 3 名の研究者とフランスの
研究者から、感染予防ワクチンおよび発
症予防ワクチン開発の現状に関しての講
演を行い、情報共有と交流を行なった。  
 2016 年度は、日本 HTLV-1 学会第 3 回



 

学術集会の「特別講演」として、理事長
の渡邉から「ATL 研究の現状 −発症予防
と個別化治療へ向けた展開」についての
講演を行い、海外からはフランスのパス
ツール研究所から Gessain 博士によるア
フリカにおける HTLV の水平感染の実態、
オーストラリアの Einsiedel 博士による、
オーストラリア原住民における HTLV-1
の感染の実態と関連疾患としての呼吸器
疾患の状況を講演してもらった。これら
のシンポジウム・講演会は、国内外の研
究者による情報交換と交流の貴重な機会
となった。 
②国際学会等での情報収集： 
 分担研究者は、各年度において、当研
究事業による派遣あるいは各自の資金に
より独自に、米国血液学会(ASH)、ヨーロ
ッパ血液学会（EHA）、国際悪性リンパ腫
会議(ICML,ルガノ)、T-cell lymphoma 
Forum (TCLF, サンフランシスコ)など
に参加し、情報の収集と国際的交流を行
った。 
 
（４）HTLV-1 関連疾患研究領域の研究
班の合同発表会の開催： 
 2014 年度から 2016 年度まで、毎年度
末の２月の第 1 週土曜日に東京大学医科
学研究所講堂あるいは同附属病院トミー
ホールで、「HTLV-1 関連疾患研究領域」
研究班合同発表会を開催した（資料１０
〜１２参照）。この発表会は、研究計画に
従い、毎年度「HTLV-1 関連疾患研究領域」
全体を俯瞰しながら、ATLおよびHTLV-1
関連疾患分野の研究の現状と進展状況を
包括的に把握する事を目指したものであ
る。2016 年度は、「HTLV-1 関連疾患研究
領域」の課題に指定されていない以下の 3
つの研究課題の代表者からも進捗状況の
発表をお願いした。 
１．（創薬基盤推進研究事業）「抗 HIV-1
核酸系逆転写酵素阻害薬アバカビルの成
人 T 細胞白血病への適応拡大に関する臨
床研究」（研究代表者：高折 晃史） 
２．（産学連携医療イノベーション創出プ
ログラム（ACT-M）「成人Ｔ細胞白血病リ
ンパ腫(ATL)に対する新規テーラーメイ
ド治療」（研究代表者：小川 誠司） 
３．（産学連携医療イノベーション創出プ

ログラム（ACT-M））「ヒストンメチル化
酵素 EZH1/2 の二重阻害による革新的が
ん根治療法の開発」（研究代表者：北林 一
生） 
 この合同成果発表会は、毎回、一般参
加者と関係者を合わせて百数十名の参加
があり、質疑応答も非常に活発に行われ
た。したがって、当該領域の様々な研究
分野の研究者、臨床家および患者団体メ
ンバーなどとの貴重な交流の場となって
きた。 
 研究進捗状況の評価の一環として、毎
回、この合同発表会の内容を評価する「評
価シート」を作製し、当研究班の班員が
評価を行った。発表会に引き続き、班会
議を開催し、発表内容を踏まえた意見交
換と評価が行われた。 
 
（５）他省庁の研究補助金による研究課
題の研究に関する現状と評価： 
 「科学研究費助成事業データベース」
を用いて、2014〜2016 年度の文部科学省
／日本学術振興会の科学研究費による研
究課題で HTLV-1 および関連疾患に関わ
るものを検索したところ全部で１０８件
の研究課題が採択されていた（表２〜７）。 
①文部科学省科学研究費補助金による研
究課題の概要 
 調査対象は、新学術領域の中の計画研
究および公募研究、基盤研究(S)、(A)、(B)、
(C)および挑戦的萌芽研究の研究課題と、
若手研究(A)と(B)、研究活動スタート支援
および学術振興会特別研究員奨励費であ
る。Web 上で検索可能な範囲では、上記
１０８件の研究課題のうち、今年度も(S)
および(A)には HTLV-1/ATL 関係の研究
課題は採択されておらず、当研究班の研
究期間を通じて採択はなかった。採択さ
れた研究課題を表にして示すと共に、以
下に簡略に記載する。 
１．「新学術領域」あるいは「学術研究支
援基盤形成」の中に含まれる研究課題 
 2010 年度採択の新学術研究領域「予防
支援活動 HTLV-1 分野」の研究期間が一
年延長されて 2015 年度まで存在した。
「がん研究分野の特性をふまえた支援活
動」の中の「がん疫学・予防支援活動 
HTLV-1 分野」に、分担研究の形で



 

HTLV-1 関連の研究課題の５件が含まれ
ていた（表２および別表）。 
 2016 年度からスタートした「学術研究
支援基盤形成」の中の「コホート・生体
試料支援プラットフォーム」に「血液悪
性腫瘍バイオリソース支援」の形で 1 件
が含まれている。 
２．基盤研究における研究課題 
 2014〜2016 年度の期間では、既述の様
に基盤研究の(S)および(A)には採択課題
が無かった。この期間内に基盤研究の(B)
と(C)で採択された研究課題を表 3、表 4
および表４別表に示した。また、挑戦的
萌芽研究を表５、若手研究(A)と(B)を表 6
に、学術振興会特別研究員奨励費の採択
課題を表７に示した。 
 本研究課題の研究期間中に採択された
基盤研究(B)はのべ１０課題であり、うち
継続課題は４件で、新規採択が３件であ
る。継続課題のうち３件は 2015 年度、２
件は 2016 年度が最終年度となっていた。
期間中の新規採択課題は、2014 年度が２
件（いずれも 2016 年度まで）、2016 年度
が３件である。2016 年度採択課題の研究
期間は２件が 2018 年度で、１件が 2019
年度となっている。 
 基盤研究(C)では、期間中にのべ６５研
究課題が採択されている（表４）。当研究
事業の各年度の新規採択課題数と各年度
ごとの総件数は、表４別表に示すとおり
である。具体的には、本研究課題開始時
（2014 年度）の時点で、新規採択は１１
課題、継続課題は２７件で、総課題数３
８件であった。2015 年度では、それぞれ
１６件、２１件と３７件、2016年度では、
１１件、２６件、３７件となっている。
2016 年度の研究課題のうち、この年度で
終了する研究課題が１２課題であった。
次年度以降に継続するもののうち、2017
年度終了が１３件、2018 年度終了が１０
件、2019 年度終了と 2020 年度終了がそ
れぞれ１件となっている。 
３．その他の研究費 
 挑戦的萌芽研究は 6 件が採択されてお
り、そのうち４件が継続で３件が新規採
択となっている。継続の４件はいずれも
本年度が最終年度となっており、新規採
択分は 2018 年度までの３年の研究期間

のものが２件、2019 年度までのものが１
件となっている。若手研究では、本研究
班の研究期間 3 年の間で、のべ２５件が
採択されていた。若手研究（A）は、2016
年度に１件のみが新規採用となり、研究
期間は 2016 年度から 2018 年度を予定し
ている。 
 若手研究（B）については、3 年間の採
択件数は総計２５件であり、各年度ごと
に５件ずつ新規採択となっている（表 6 
別表）。 
 研究活動スタート支援は１件が 2015
年に採択され、2016 年度が最終年度とな
っている。 
 
②文部科学省科学研究費補助金における
2014〜2016 年度の研究課題の解析 
１．研究年度分布 
 旧来の「新学術領域」で、2010 年度に
採択された「予防支援活動 HTLV-1 分野」
は平成２７年度（2015年度）で終了した。
本年度（2016 年度）に開始された「新学
術領域」の「コホート・生体試料支援プ
ラットフォーム」は 6 年間の継続が予定
され、最終年度は 2021 年度である。 
 基盤(B)は、本件級課題の期間中に継続
と新規を合わせて１０件が採択されてい
た。2013 年度採択の５件のうち、２件が
４年の研究期間で、３件は３年であった。
2014年度採択の２件はいずれも 3年の研
究期間で、2016 年度採択の３件のうち２
件は３年間で１件は４年間であった（表
３）。 
 基盤研究(C)は、本件級課題の期間中に
継続と新規を合わせて６５件が採択され
ていた。研究期間は、1 年が２件（中途終
了１件を含む）、２年が２件、３年が５５
件、４年が５件、５年が 1 件であった（表
４）。 
 挑戦的萌芽研究は本研究期間中に継続
１件を含めて６件採択されており、その
うち５件の研究期間は２年で１件のみが
研究期間１年となっていた（表５）。 
 若手研究では、本研究期間で(A)の採択
は１件であり、2016 年度採択で研究期間
は３年であった。若手研究（B）は継続と
新規を合わせて２５件の採択があり、 
研究期間は２年が１６件、３年が７件、 



 

４年が２件であった（表６）。 
 「研究活動スタート支援」は 2015 年に
１件のみ採択され研究期間は２年であっ
た（表６）。 
 採択年度の分布を見ると、基盤研究(B)
では、2013 年度５件、2014 年２件、2015
年なし、2016 年２件となっていた。基盤
研究(C)では、採択年度は、2011 年度１件、
2012 年度１５件、2013 年度１１件、2014
年度１１件、2015 年度１６件、2016 年
度１１件となっていた。若手研究(A)は
2016 年度１件、若手研究（B）は 2012
年度３件、2013 年度６件、2014〜2016
年度はいずれも各５件が採択されていた。 
２．領域的な分布状況 
 基盤研究(B)と(C)、挑戦的萌芽研究、若
手研究(A)、(B)のカテゴリーで、研究分野
の分布を検討して見ると、以下の様な結
果が明らかになった。 
 基盤研究(B)では１０件の課題のうち、
腫瘍学領域３件、血液内科学分野２件、
ウイルス学分野２件、病態医化学、疫学・
予防医学分野および神経内科学分野が各
１件であった。 
 基盤研究(C)では、６５件の採択課題の
分野別の分布は以下の通りであった。血
液内科学分野１８件、瘍生物学分野６件、
腫瘍治療学分野４件、発がん分野１件、
神経内科分野８件、眼科学分野２件、ウ
イルス学分野６件、腫膠原病・アレルギ
ー内科学分野２件、疫学・予防医学分野
１件、人体病理学分野２件、実験病理学
分野２件、病態医化学分野２件、実験動
物学分野２件、ゲノム医科学分野２件、
社会学分野１件、臨床看護学分野１件、
生涯発達看護学分野１件、数学一般(含確
率論・統計数学)分野１件、生物系薬学１
件、病態検査学１件、外科系歯学１件、
眼科学１件である。 
 ATL の研究と考えられる課題は、「血液
内科学」、瘍生物学分野、腫瘍治療学分野、
発がん分野、人体病理学分野、実験病理
学分野、病態医化学分野、実験動物学分
野、ゲノム医科学分野に分布して採択さ
れており、採択件数の総数は３９件と全
体の 3 分の 2 を超えている。一方、関連
疾患として HAM とぶどう膜炎の研究課
題は、「神経内科分野」で８件あるが、「眼

科学」では２件のみとなっている。「ウイ
ルス学分野」では６件のみであった。 
 挑戦的萌芽研究では、ウイルス学分野
と腫瘍生物学分野が各々２件で、他は生
物分子化学分野と病態医化学分野が各１
件であった。 
 若手研究(A)と(B)では、血液内科学分野
が５件、腫瘍生物学分野３件、病態検査
学分野３件、病態医化学分野２件、産婦
人科学分野２件、神経内科学分野２件、
ウイルス学分野１件、腫瘍治療学分野 
1 件、血液内科学/腫瘍治療学分野１件、
眼科学分野１件、膠原病・アレルギー内
科学分野１件、外科系歯学分野１件、応
用薬理学分野１件、細胞生物学分野１件、
臨床看護学１件であった。 
 これらの結果を見ると、HTLV-1 関連疾
患の代表である ATL に関わる研究（血液
内科学分野と腫瘍学関連分野）が半数以
上を占めていること、HAM とぶどう膜炎
の研究課題の数が限られていること、母
子感染予防に関わる産婦人科、およびウ
イルスそのものの研究と、疫学分野の研
究課題が少ないことが明らかである。こ
の実態は、臨床医学的にみた場合、課題
の重要性から当然とも言えるが、研究分
野の分布としては偏りがあると言わざる
を得ない。今後、ウイルス学、感染症学
などの立場からの基礎研究が申請され採
択される事を期待する。 
 一方、基盤研究（C）で、看護学領域が
２件、社会学の分野で１件の課題が採択
されていることが注目に値する。「総合対
策」に伴い、HTLV-1 キャリアの方々を対
象とした相談・カウンセリング業務の重
要性が注目されてきたことを反映したも
のと考えられ時宜を得たものと考えられ
る。 
 上記が文科省科学研究費補助金の採択
枠組から見た分類と集計であるが、採択
件数に関しては、基盤研究を中心に一定
の数が維持されていることが明らかであ
る。ただ、本年度終了の課題が多数ある
ことから、来年度の採択数と研究分野の
分布が注目される。 
 
３．研究経費 
 従来同様に、上記の採択課題の枠組み



 

は、基盤研究を中心とした、個人あるい
は小グループによって遂行される研究課
題に限定されている。従って、研究経費
は比較的小規模である。大部分の研究課
題については、１名から数名の若手研究
者を中心とした研究グループが限定され
た研究課題を遂行するのが限界であると
考えられる。一方、出口志向の研究が中
心となっている昨今の情勢を考慮すると、
基盤研究では小規模であっても、将来展
開する可能性を持つ多様なシーズを広く
採択し新たな展開を可能にする配慮は重
要であり、不可欠であると考える。 
 
（６）「リスク告知の指針」策定を目指す
検討 
  厚生労働省との話し合いにおいて、
｢発症リスク告知に関する指針｣を作製す
る方向で準備を開始することが承認され
たことを踏まえ、研究活動計画の柱２と
して計画を立てた。研究班発足以来、班
会議などを通じて班員をはじめとした臨
床家及び研究者が議論を重ねて来た。そ
の結果、以下の様な基本的認識で一致し
ている。つまり、リスク告知は低リスク
のキャリアにとっては、不安解消などポ
ジティブな効果を持つが、発症予防の手
段がない状況では、高リスクのキャリア
にとっては発症や将来の不安を掻き立て
ることになり非常に負担が大きい。した
がって、リスク告知の種々の議論は、病
態解析の研究の進展、発症予防薬開発の
研究の進展状況をよく踏まえて検討すべ
きであり、現時点では、分担研究者と専
門家の間で、研究の進捗状況に関する情
報を慎重に検討すべき段階であり、非専
門家をふくむ「検討委員会」の開催は、
時期尚早であるとの方針が合意された。 
 ただ、発症予防に利用できる薬物の臨
床治験も視野に入ってきていることから、
適切な時期に改めて現状認識とリスク告
知の社会的問題に関しての議論が可能に
なると考えられる。 
 
（７）「HTLV-1 対策推進協議会」と班員
との情報交換： 
 「HTLV-1 対策推進協議会」は、年 2
回のペースで開催されてきた。分担研究

者の複数が協議会の委員を務めており、
渡邉は座長を務めている。本研究班の班
会議の席では、協議会での議論を議事録
等に基づいて紹介し、情報の共有を図る
と共に、議論を行った。 
 協議会における議論は、主に、行政側
の取り組みの進捗状況と研究開発におけ
る成果と課題を明らかにする趣旨で開催
されている。この席では、自治体の「母
子感染対策協議会」の設置の遅れあるい
は不十分な機能 に関して報告があった。
研究開発に関しては、感染者の実態把握
の必要性が強調された。感染予防対策の
進捗状況の把握も常に行われてきたが、
青壮年期における水平感染（性感染）の
実態が明らかになったことは大きな成果
である。今後の啓発活動のあり方や感染
予防の取り組みに関しての議論も行われ
た。 
 また、この協議会において「HTLV-1
総合対策」の実施状況を確認するばかり
でなく、「総合対策」の継続の必要性が強
く主張され、今後のあり方に関して議論
を行うのが望ましいとの考えが示された。 
 
（８） 年３回の班会議とメール会議によ
る情報交換と議論： 
 2014 年度〜2016 年度の研究期間中、
班会議は原則として年に３回開催した。
時期的には年度当初の６月頃、年度後半
の１２月頃、そして合同成果発表会の開
催に合わせて２月の第一土曜日である。 
 第１回目の班会議では、当該年度の研
究推進体制の確認と具体的活動内容につ
いて議論し合意した。「HTLV-1 関連疾患
研究領域」の各研究班の班会議へのオブ
ザーバー参加は、原則として、各研究事
業について、年度の後半に開催される班
会議へオブザーバーとして参加して、評
価書を作成し、研究の進捗状況の把握を
目指す方針が承認された。また、当研究
計画の柱２「リスク告知の指針」策定を
目指す検討」については、班会議開催の
度に情報交換と協議を行い、議論の進め
方に関してその都度合意を形成した。 
 
D. 考察 
当グループの研究課題は、本来、独立



 

の研究事業として申請されたものである
が、他の政策的研究課題と統合して実施
することになった経緯がある。従って、
当初計画を見直して、特に取り組みが必
要な部分について活動を行った。基本的
な目的は、HTLV-1 感染症/ATL について、
感染予防、発症予防、新規治療法開発の
観点から研究推進の現状と問題点を把握
して評価し、「医療行政」と「関連疾患研
究」の適正な推進に向けた提言をするこ
とである。従って、「HTLV-1 関連疾患研
究領域」に含まれる研究事業の評価は必
須である。また、それを可能にするため
には、国内外の研究の進捗状況をリアル
タイムで把握し、評価の基準とすること
が求められる。 
以上の立場から、国内外の研究の進展

状況を把握すると共に、「HTLV-1 関連疾
患研究領域」の研究課題のみならず、厚
生労働科学研究費および文部科学省科学
研究費補助金において遂行されている研
究課題を調査し、それらの研究課題の領
域的分布、研究期間及び研究費の規模等
を検討してきた。2015 年度からは、
AMED による研究費配分システムがスタ
ートしたことに伴い、従来の厚生労働科
学研究費の大部分が AMED の研究事業
へ変更された。これらを踏まえ、情報の
整理を行うことで、AMED および厚生労
働科学研究費の各枠組での研究課題と文
部科学省の科学研究費補助金による我が
国における研究活動の全体像を明らかに
することができた。 
国際（学術）シンポジウムの開催は、

国内外の研究進捗状況の把握と評価に資
するのみならず、当該分野の臨床家・研
究者間の国内外の情報交換および交流の
機会を提供しており、研究の活性化に大
きく貢献し、有益であると判断された。 
柱２の「ATL 発症リスク評価法開発の

現状把握とリスク告知に関わる指針の作
成」に関しては、専門家と関係者の議論
に基づき、慎重かつ着実に進める方針で
一致した。バイオマーカー探索の研究や
検査法の進歩を把握し、発症予防法開発
の進展を見据えながら、議論を進めるの
が適切と判断した。 
 

E. 結論 
 「HTLV-1 関連疾患研究領域」の発足に
伴い、ATL や HTLV-1 関連疾患の研究体
制は飛躍的に強化された。昨年度からは、
日本医療研究開発機構（AMED）の体制
が本格的に適用されたために、厚生労働
科学研究費は政策的課題に限定され、ほ
とんどの研究事業が日本医療研究開発機
構の研究事業として統合された。研究課
題は基本的には「出口志向」であるが、
臨床研究を主としながらも付随研究の中
に基礎的な研究課題を取り込む構造も工
夫されたいた。これは、研究計画の構造
として適切であり、基礎研究者が臨床家
と密接に協力しながら研究を展開するこ
とが可能な体制であり、将来的にもこの
様な設計は有意義であると考える。ただ、
今年度も研究事業数は減少傾向が続き、
それに伴い、研究費の総額も昨年度比約 3
分の２に減額されている。 
 しかしながら、AMED の研究事業の中
に厚生労働科学研究費の様に「HTLV-1
関連疾患研究領域」をバーチャルに設定
することは事実上困難であると考えられ
る。したがって、次年度以降の当該領域
の研究開発推進の方策に関しては
「HTLV-1 総合対策」のあり方とともに再
検討に時期となっている。 
 本領域は、アフリカ、南米を中心とし
て世界的な広がりを持つレトロウイルス
感染症という観点からは、我が国におけ
る研究活動は、科学技術先進国としてま
さに国際的な責務を負っている。一方、
従来の日本の研究の蓄積からATLはT細
胞リンパ腫の領域で最も研究の進んでい
る疾患の一つと言うことができる。いま
だに標準治療法が無く、極めて予後の悪
い T 細胞リンパ腫の新たな治療法開発に
資するモデル疾患として我が国の研究に
は国際的な期待が高い。 
 従って、更に国際的な研究進展の現状
を踏まえて、研究課題の領域的な分布と
テーマの内容を戦略的に配置し、有効な
研究体制を検討して提案することの重要
性が改めて確認された。 
 
「提言」 
 「HTLV-1 関連疾患研究領域」では、



 

HTLV-1 の自然史の理解に基づき、感染の
実態把握、感染予防、病原性発現機構の
理 解 、 無 症 候 生 キ ャ リ ア か ら
ATL/HAM/HU に至る感染者の病態の全
体像を明らかにして、感染予防、発症予
防と新規治療薬の開発につなげることが
必要である。そのために必要な条件の一
つは、キャリアの 10-20％にのぼる「発症
高危険群」を「慢性活動生 HTLV-1 感染
症」として疾患概念を確立し、リスク評
価に基づいて早期の発症予防介入を可能
にすることが必須である。これらの目的
を達成するには「HTLV-1 関連疾患研究領
域」全体を俯瞰的に把握し、戦略的に研
究開発を推進する体制を強化・維持する
ことが不可欠である。 
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断応用への検討」、第 3 回日本
HTLV-1学会学術集会、鹿児島県市
町村自治会館、鹿児島、2016年8月

28日（2015年8月26日〜8月28日）（口
演） 

20. 中島 誠、矢持忠徳、渡邊真理子、
内丸 薫、宇都宮 與、東原正明、
渡邉俊樹、堀江良一、「成人T細胞白
血病におけるCD30陽性細胞集団に
高倍数体細胞は出現する」、第3回日
本HTLV-1学会学術集会、鹿児島県
市町村自治会館、鹿児島、2016年8
月27日（2015年8月26日〜8月28日）
（口演） 

21. 山岸 誠、澤 礼乃、藤川 大、堀
真琴、中野和民、宇都宮 與、渡邉
俊樹、内丸薫、「成人T細胞白血病
（ATL）の遺伝子翻訳異常とその意
義」、第3回日本HTLV-1学会学術集
会、鹿児島県市町村自治会館、鹿児
島、2016年8月27日（2015年8月26
日〜8月28日）（Young Investigator 
Award Presentation） 

22. 渡邉俊樹、「ATL研究の現状ー発症予
防と個別化治療へ向けた展開」、第3
回日本HTLV-1学会学術集会、鹿児
島県市町村自治会館、鹿児島、2016
年8月27日（2015年8月26日〜8月28
日）（特別講演） 

23. 越智陽太郎、片岡圭亮、永田安伸、
北中 明、安永純一朗、岩永正子、
野坂生郷、糸永英弘、今泉芳孝、幣
光太郎、宮崎泰司、高折晃史、下田
和哉、松岡雅雄、渡邉俊樹、小川誠
司、「ATLにおける網羅的遺伝子プロ
ファイルが予後に与える影響」、第3
回日本HTLV-1学会学術集会、鹿児
島県市町村自治会館、鹿児島、2016
年8月27日（2015年8月26日〜8月28
日）（口演） 

24. 綿谷陽作、佐藤康晴、西田賢司、三
好寛明、永田安伸、北中 明、白石
友一、高折晃史、宮野悟、松岡雅雄、
渡邉俊樹、下田和哉、大島孝一、吉
野正、小川誠司、片岡圭亮、「ATLお
よびT細胞リンパ腫における遺伝子
変異プロファイルの解析」、第3回日
本HTLV-1学会学術集会、鹿児島県
市町村自治会館、鹿児島、2016年8
月27日（2015年8月26日〜8月28日）
（口演） 

25. Sanaz Firouzi, Amir Farmanbar, 
Sreewattanawoot Sarun(Ball), 
Seiichiro Kobayashi, Kazumi 
Nakano, Makoto Yamagishi, Kenta 
Nakai, Kenta Nakai, Toshiki 
Watanabe, Yutaka Suzuki, Kaoru 
Uchimaru “Comprehensive 
mutation profiling of HTLV-1 
infected cells based on phenotypic 



 

analysis of ATL progression”,、第3
回日本HTLV-1学会学術集会、鹿児
島県市町村自治会館、鹿児島、2016
年8月27日（2015年8月26日〜8月28
日）（口演） 

26. 山野嘉久. HAMの分子病態解明によ
る治療薬開発の新展開, 第 3 回日本
HTLV-1 学会学術集会, 2016 年 8 月
26 日～28 日, 鹿児島（鹿児島市）〔鹿
児島県市町村自治会館〕(招待講演) 

27. 新谷奈津美、佐藤知雄、八木下尚子、
高橋克典、内丸 薫、山野嘉久 . 
HTLV-1 関連脊髄症（HAM）におけ
る HAS-Flow 法を用いた ATL 発症
高危険度患者の予測, 第 3 回日本
HTLV-1 学会学術集会, 2016 年 8 月
26 日～28 日, 鹿児島（鹿児島市）〔鹿
児島県市町村自治会館〕(オーラル) 

28. 井上永介、Ariella Coler-Reilly、新
谷奈津美、八木下尚子、佐藤知雄、
高田礼子、山野嘉久. HAM発症から
診断までの期間における納の運動障
害重症度の経時推移の解析, 第 3 回
日本 HTLV-1 学会学術集会, 2016 年
8月26日～28日, 鹿児島（鹿児島市）
〔鹿児島県市町村自治会館〕(オーラ
ル) 

29. 佐藤知雄、Ariella Coler-Reilly、新
谷奈津美、八木下尚子、中村龍文、
永井将弘、新野正明、竹ノ内徳博、
中川正法、松崎敏男、山野嘉久 . 
HAM 患者に対する経口ステロイド
維持療法の長期的効果, 第 3 回日本
HTLV-1 学会学術集会, 2016 年 8 月
26 日～28 日, 鹿児島（鹿児島市）〔鹿
児島県市町村自治会館〕(オーラル) 

30. 玉木慶子、佐藤知雄、津川 潤、山
野嘉久、坪井義夫. HAM患者におけ
る治療効果を予測するバイオマーカ
ーの検討, 第 3 回日本 HTLV-1 学会
学術集会, 2016 年 8 月 26 日～28 日, 
鹿児島（鹿児島市）〔鹿児島県市町村
自治会館〕(ポスター) 

31. 鈴木貴久, 梅北邦彦, 福井翔一, 岩
本直樹, 中村英樹, 岡田覚丈, 藤川
敬太, 荒牧俊幸, 塚田敏昭, 坪井雅
彦, 松岡直樹, 中島宗敏, 植木幸孝, 
江口勝美, 日高利彦, 岡山昭彦, 川
上純. 抗HTLV-1抗体の有無が関節
リウマチに対する抗TNF療法への反
応性に与える影響についての検討：
多施設共同研究. 第60回日本リウマ
チ学会総会・学術集会. 関節リウマ
チの治療：感染症. W55-1. 2016. （4
月21-23日（22日発表）, 神奈川県横
浜市, パシフィコ横浜） 

32. 岡 山 昭 彦 , 梅 北 邦 彦 , 川上 純 . 

HTLV-1陽性関節リウマチ患者診察
の留意点. 第60回日本リウマチ学会
総会・学術集会. 臨床に役立つ感染
症とリウマチ性疾患の関連. S9-2. 
2016. （4月21-23日（22日発表）, 神
奈川県横浜市, パシフィコ横浜） 

33. 鈴木貴久, 梅北邦彦, 福井翔一, 岩
本直樹, 中村秀樹, 岡田覚丈, 藤川
敬太, 荒巻俊幸, 塚田敏昭, 坪井雅
彦, 松岡直樹, 中島宗敏, 植木幸孝, 
日髙利彦 , 岡山昭彦 , 川上純 . 抗
HTLV-1抗体の有無が関節リウマチ
に対する抗TNF両方への反応性に与
える影響についての検討. 第3回日
本HTLV-1学会学術集会. 2016. （8
月26-28日（28日発表）, 鹿児島県鹿
児島市, 鹿児島県市町村自治会館） 

34. 梅北邦彦, 宮内俊一, 野村創, 梅木
一美, 橋倉悠輝, 久保和義, 松田基
弘, 河野彩子, 岩尾浩昭, 小村真央, 
高城一郎 , 長友安弘 , 岡山昭彦 . 
HTLV-1感染細胞による関節リウマ
チ滑膜細胞の活性化機構. 第3回日
本HTLV-1学会学術集会. 2016. （8
月26-28日（28日発表）, 鹿児島県鹿
児島市, 鹿児島県市町村自治会館） 

35. 橋倉悠輝, 梅木一美, 山田明輝, 山
本成郎, 梅北邦彦, 長谷川寛雄, 柳
原克紀, 岡山昭彦. HTLV-1欠損プロ
ウイルスの細胞間感染. 第3回日本
HTLV-1学会学術集会. 2016. （8月
26-28日（28日発表）, 鹿児島県鹿児
島市, 鹿児島県市町村自治会館） 

36. 中武彩子, 阪本訓代, 須藤幸夫, 西
片一朗, 中畑新吾, 武本重毅, 岩永
正子, 相良康子, 天野正宏, 前田宏
一, 末岡栄三朗, 岡山昭彦, 宇都宮
與, 下田和哉, 渡邉俊樹, 森下和広. 
AlphaLISA法を用いた血中可溶型
CADM1測定系の開発とATLの診断
応用への検討. 第3回日本HTLV-1学
会学術集会. 2016. （8月26-28日（28
日発表）, 鹿児島県鹿児島市, 鹿児島
県市町村自治会館） 

37. 梅木一美, 橋倉悠輝, 山田明輝, 山
本成郎, 梅北邦彦, 浜口 功, 岡山
昭彦. HTLV-1抗体ウエスタンブロッ
ト判定保留検体における核酸検査の
有効性. 第3回日本HTLV-1学会学術
集会. 2016. （8月26-28日（28日発
表）, 鹿児島県鹿児島市, 鹿児島県市
町村自治会館） 

38. 桐原志保美，板垣亮里，岩永正子，
新野大介：長崎大学病院における悪
性 リ ン パ 腫 の 病 理 学 的 検 討
2006-2015:ATLの割合トレンド：第3
回日本HTLV-1学会学術集会：プログ



 

ラム・抄録集p.83：演題番号P-23, 
2016年8月27日~ 28 日, 鹿児島県市
町村自治会館 

39. 板垣亮里, 桐原志保美，岸川孝之，
岩永正子, 新野大介：上五島病院に
おける悪性リンパ腫の病理学的検討
2006-2015:ATLの割合のトレンド：
第3回日本HTLV-1学会学術集会：プ
ログラム・抄録集p.83：演題番号P-24, 
2016年8月27日~ 28 日, 鹿児島県市
町村自治会館 

40. Yasuko Sagara, Masako Iwanaga. 
Yasuhiro Sagara, Yukiko Inoue, 
Maiko Morita, Nobuyo Goto, 
Toshiki Watanabe, Hiroyuki 
Kiyokawa, “Prediction of MHC 
class II epitopes in HTLV-1 
proteins: In silico screening of 
vaccine candidates”, 第63回日本ウ
イルス学会学術集会, 福岡国際会議
場、福岡、2015年11月23日(2015年
11月22日〜24日) （ポスター） 

41. 山岸 誠、片野晴隆、比島恒和、太田
泰 徳 、 岡 田 誠 治 、 渡 邉 俊 樹 、
「 Epigenetically programmed 
defenseless signaling in malignant 
lymphoma」、第77回日本血液学会学
術集会、ホテル日航金沢、金沢、2015
年10月18日(2015年10月16日〜18
日) （口演） 

42. 中野和民、千原庸平、小林誠一郎、
石垣知寛、西田亜季、内丸 薫、渡邉
俊樹、「Is Wnt5a the final trigger 
for progression from indolent- to 
aggressive-type ATL cells?」、第77
回日本血液学会学術集会、ホテル日
航金沢、金沢、2015年10月17日(2015
年10月16日〜18日) （口演） 

43. 中島 誠、矢持忠徳、東原正明、渡邉
俊 樹 、 堀 江 良 一 、「 CD30 
characterizes abnormal 
lymphocytes with polylobated 
nuclei in HTLV-1 carriers」、第77回
日本血液学会学術集会、ANAクラウ
ンプラザホテル金沢他、金沢、2015
年10月17日(2015年10月16日〜18
日) （ポスター） 

44. 山岸 誠、片野晴隆、比島恒和、太田
泰徳、岡田誠治、渡邉俊樹、「B細胞
悪性リンパ腫におけるゲノム及びエ
ピゲノム異常に起因するシグナル伝
達経路の恒常的活性化」、第74回日本
癌学会学術集会、名古屋国際会議場、
名古屋、2015年10月9日(2015年10
月8日〜10日) （口演） 

45. 福世（南波）宏枝、福世 真樹、松坂
恵介、船田さやか、深山正久、渡邉

俊樹、 金田篤志、「EBウィルス感染
によるDNA異常メチル化時のヒド
ロキシメチル化変化」、第74回日本癌
学会学術集会、名古屋国際会議場、
名古屋、2015年10月9日(2015年10
月8日〜10日) （口演） 

46. 中野和民、西田亜季、千原庸平、小
林誠一郎、石垣知寛、田中勇悦、宇
都宮與、内丸 薫、渡邉俊樹、「造腫
瘍 お よ び 細 胞 増 殖 の 立 役 者
FoxM1:ATLの新たな治療標的とし
て」、第74回日本癌学会学術集会、名
古屋国際会議場、名古屋、2015年10
月8日(2015年10月8日〜10日) （口
演） 

47. 野坂生郷、岩永正子、石澤賢一、石
田陽治、内丸薫、石塚賢治、石田高
司、今泉芳孝、伊藤薫樹、宇都宮與、
戸倉新樹、飛内賢正、渡邉俊樹、塚
崎邦弘、「第11次ATL全国実態調査
報告」、第2回日本HTLV-1学会学術
集会、東京大学医科学研究所、2015
年8月23日（2015年8月21日〜8月23
日）（口演） 

48. 中島誠、矢持忠徳、渡邊真理子、内
丸 薫、宇都宮 與、東原正明、渡
邉俊樹、堀江良一、「HTLV-1キャリ
アにおける多分葉核を伴う異常リン
パ球と病型の進展はCD30により特
徴付けられる」、第2回日本HTLV-1
学会学術集会、東京大学医科学研究
所、2015年8月23日（2015年8月21
日〜8月23日）（口演） 

49. 澤 礼乃、山岸 誠、酒井直規、藤
川 大、中野和民、宇都宮與、内丸
薫、渡邉俊樹、「成人T細胞白血病に
おけるTAK1－p38経路の活性化と
その意義」、第2回日本HTLV-1学会
学術集会、東京大学医科学研究所、
2015年8月22-23日（2015年8月21日
〜8月23日）（ポスター） 

50. 堀 真琴、山岸 誠、藤川 大、中
川翔太、中野和民、田中勇悦、小林
誠一郎、宇都宮 與、内丸 薫、渡
邉俊樹、「ATL細胞特異的なエピゲ
ノム異常を制御するEZH2の質的、
量的変化」、第2回日本HTLV-1学会
学術集会、東京大学医科学研究所、
2015年8月22-23日（2015年8月21日
〜8月23日）（ポスター） 

51. 野田奈津美、若林 翼、矢持忠徳、
矢持淑子、佐々木陽介、 Sanaz 
Firouzi、瀧本雅文、渡邉俊樹、「成
人T細胞性白血病におけるTumor 
Initiating Cellの微小環境探索の試
み」、第2回日本HTLV-1学会学術集
会、東京大学医科学研究所、2015年



 

8月22-23日（2015年8月21日〜8月23
日）（ポスター） 

52. 中野和民、西田亜季、千原庸平、小
林誠一郎、石垣知寛、田中勇悦、宇
都宮 與、内丸 薫、渡邉俊樹、「造
腫 瘍 お よ び 細 胞 増 殖 の 立 役 者
FoxM1: ATLの新たな治療標的と
して」、第2回日本HTLV-1学会学術
集会、東京大学医科学研究所、2015
年8月22日（2015年8月21日〜8月23
日）（口演） 

53. 相良康子、守田麻衣子、井上由紀子、
倉光球、大隈和、後藤信代、平山秀
明、岩永正子、矢持忠徳、渡邉俊樹、
浜口 功、迫田岩根、入田和男、清
川博之、「九州のHTLV-1水平感染の
現状と感染初期の産生抗体による
PVL抑制効果」、第2回日本HTLV-1
学会学術集会、東京大学医科学研究
所、2015年8月22日（2015年8月21
日〜8月23日）（口演） 

54. 藤川大、山岸誠、堀 真琴、中野和
民、田中勇悦、小林誠一郎、宇都宮
與、内丸 薫、渡邉俊樹、「ATL細胞
におけるEZH2依存的なエピゲノム
異常とその原因メカニズムの解析」、
第2回日本HTLV-1学会学術集会、東
京大学医科学研究所、2015年8月22
日（2015年8月21日〜8月23日）
（Young Investigator Award口演） 

55. 片岡圭亮、永田安伸、北中 明、白
石友一、島村徹平、安永純一朗、十
時泰、宮崎泰司、高折晃史、油谷浩
幸、渡邉俊樹、柴田龍弘、松岡雅雄、
宮野 悟、下田和哉、小川誠司、
「Integrative molecular analysis of 
viral and host genome in ATL」、第
2回日本HTLV-1学会学術集会、東京
大学医科学研究所、2015年8月22日
（2015年8月21日〜8月23日）（口演） 

56. 倉光 球、大隈 和、矢持忠徳、山
野嘉久、長谷川寛雄、上平 憲、岡
山昭彦、久保田龍二、出雲周二、成
瀬功、相良康子、佐竹正博、渡邉俊
樹、山口一成、浜口 功、「HTLV-1
核酸検査の標準化および検出感度の
検討：多施設共同研究」、第2回日本
HTLV-1学会学術集会、東京大学医
科学研究所、2015年8月22日（2015
年8月21日〜8月23日）（口演） 

57. Firouzi Sanaz、矢持忠徳、内丸 薫、
渡邉 俊 樹、 「 Monitoring clonal 
composition of HTLV-1 infected 
cells」、第2回日本HTLV-1学会学術
集会、東京大学医科学研究所、2015
年8月22日（2015年8月21日〜8月23
日）（口演） 

58. 中野和民、西田亜季、千原庸平、小
林誠一郎、石垣知寛、田中勇悦、宇
都宮 與、内丸 薫、渡邉俊樹、「造
腫 瘍 お よ び 細 胞 増 殖 の 立 役 者
FoxM1: ATLの新たな治療標的と
して」、第2回日本HTLV-1学会学術
集会、東京大学医科学研究所、2015
年8月22日（2015年8月21日〜8月23
日）（口演） 

59. 西田亜季、秋葉宏樹、長門石曉、津
本浩平、渡邉俊樹、「薬剤デリバリ
ーの標的特異性創出を目的とした化
学修飾可能な内在化単鎖抗体の構
築」、第31回 日本DDS学会学術集
会、京王プラザホテル、東京、2015
年7月2日（2015年7月2日〜3日）（ポ
スター） 

60. 野村隼人、濱田利久、岩月啓氏、「わ
が国の成人T細胞白血病/リンパ腫お
よび菌状息肉症/セザリー症候群の
地域別発生頻度について」第1回
HTLV-1学会学術集会、東京大学医科
学研究所、東京、2015年8月23日
（2015年8月21日～23日） 

61. 濱田利久，野村隼人，岩月啓氏、「わ
が国における皮膚病変を有する成人
T細胞白血病/リンパ腫の地域別発症
頻度」 
日本皮膚科学会第143回宮崎地方会、
宮崎観光ホテル、2015年11月15日
（2015年11月14,15日） 

62. 梅北邦彦, 日高利彦, 岡山昭彦. ヒ
トTリンパ向性ウイルス1型(HTLV
－1)感染は関節リウマチの病態を修
飾し生物学的製剤の治療抵抗性に関
与する . 第112回日本内科学会総
会・講演会. アレルギー・膠原病①  
167. 2015. (4月10日-12日(10日発表), 
京都府京都市, みやこめっせ) 

63. 宮内俊一, 梅北邦彦, 岡山昭彦. リ
ウ マ チ 性 疾 患 の 診 療 に お け る
HTLV-1感染の意義に関する診療実
態調査. 第59回日本リウマチ学会総
会・学術集会. ポスターセッション
PS2-21 リウマチ性疾患の合併症 2 
P2-234. 2015. (4月23日-25日(24日
発表), 愛知県名古屋市, 名古屋国際
会館) 

64. 鴨居功樹, 岡山昭彦, 大野京子. ATL
関連眼疾患に関する診療の現状：全
国アンケート調査結果. 第2回日本
ＨＴＬＶ－1学会学術集会. Session 
6 ＨＡＭ･関連疾患 O-30. 2015. (8
月21日-23日(23日発表), 東京都港区, 
東京大学医科学研究所1号館講堂) 

65. 梅北邦彦, 宮内俊一, 野村創, 梅木
一美, 久保和義, 松田基弘, 河野彩



 

子, 岩尾浩昭, 小村真央, 楠元規生, 
高城一郎, 長友安弘, 日高利彦, 岡
山昭彦. HTLV-1感染による関節リウ
マチ病態の修飾機構の検討. 第2回
日本ＨＴＬＶ－1学会学術集会 . 
Session 6 ＨＡＭ･関連疾患 O-31. 
2015. (8月21日-23日(23日発表), 東
京都港区, 東京大学医科学研究所講
堂) 

66. 福元拓郎, 池辺詠美, 緒方正男, 長
谷川寛雄, 岡山昭彦, 田中勇悦, 伊
波英克. 当講座で樹立したATL患者
末梢血由来細胞株のFACS解析およ
びHTLV-1プロウイルスの挿入部位
の特定とプロウイルスゲノム塩基配
列の解読. 第2回日本ＨＴＬＶ－1学
会学術集会 . ポスター発表  P-23. 
2015. (8月21日-23日(23日発表), 東
京都港区, 東京大学医科学研究所1
号館講堂) 

67. 相良康子，井上由紀子，守田麻衣子，
後藤信代，矢持忠徳, 渡邉俊樹，岩
永正子，浜口 功，迫田岩根，入田
和男，清川博之. HTLV-1 キャリアに
おける末梢血中のプロウイルス量と
保有するHLA との関連 . 日本輸
血・細膨台療学会九州支部会第62 回
総会・第83 回例会 (2015年12月22
日開催) セッション4 ：副作用・感
染症（第2 会場）10: 40~ 11 : 10, 沖
縄県市町村自治会館, 那覇市 

68. 飛内賢正：HTLV-1とATL / Human 
T-lymphotropic virus type-I and 
adult T-cell leukemia-lymphoma. 
第112回日本内科学会総会・講演会 
シンポジウム2 : ウイルス感染と腫
瘍 ： HTLV-1 と ATL. / Human 
T-lymphotropic virus type-I and 
adult T-cell leukemia-lymphoma. 
シンポジウム2. 京都、2015.  

69. Tobinai K: Disease-oriented 
treatment of T/NK-cell lymphoma. 
Symposium 4: Progress in the 
diagnosis and treatment for 
intractable lymphomas. 日本血液
学会、金沢、2015. 

70. 山口亜由美, 松井礼子, 岡村直香, 瀬
尾幸子, 根津雅彦, 伊藤國明, 石井 
源一郎 , 斎藤真一郎 , 塚崎邦弘：
Nineteen cases of MTX-LPDs in a 
single center; Benefit of clinical 
pharmacist intervention 単施設に
おけるmethotrexate関連リンパ増
殖 性 疾 患 （ MTX-associated 
lymphoproliferative disorders）20
例と薬剤師の役割. 第１３回日本臨

床 腫 瘍 学 会 学 術 集 会 , 札 幌 , 
2015,7,18（ポスター） 

71. 岡村直香, 山口亜由美, 松井礼子, 瀬
尾幸子, 根津雅彦, 齋藤真一郎, 伊
藤國明, 田丸淳一, 石井源一郎, 塚
崎邦弘：ステロイド単独療法で寛解
したMTX中止抵抗性のMTX関連リ
ンパ増殖性疾患の1例. 日本リンパ
網内系学会会誌 (1342-9248)55 巻 
Page106,岡山 2015.6 (ポスター) 

72. 山野嘉久, 山内淳司, 大勝秀樹, 佐藤
知雄, 八木下尚子, 新谷奈津美, 長
谷川泰弘 , 力石辰也 , 柴垣有吾 . 
HTLV-1陽性ドナーからの生体腎移
植による HAMの発症率と特徴 . 
〔 High incidence of HAM after 
Kidney transplantation from 
HTLV-1 positive donors.〕, 第56回
日本神経学会学術大会, 2015年5月
20日～23日, 新潟（新潟市中央区）
〔朱鷺メッセ (新潟コンベンション
センター)〕 

73. 佐藤健太郎, 菊池崇之, 木村未祐奈, 
込田みどり, 島田 奏, 関来未, 橘
茉莉花, 八木下尚子, 佐藤知雄, 新
谷奈津美 , 石川美穂, 小池美佳子 , 
齋藤祐美, 鈴木弘子, 高田礼子, 山
野嘉久. 患者レジストリへの介入方
法と患者満足度の変化. 第56回日本
神経学会学術大会, 2015年5月20日
～23日, 新潟（新潟市中央区）〔朱鷺
メッセ (新潟コンベンションセンタ
ー)〕 

74. 木村未祐奈, 佐藤健太郎, 菊池崇之, 
八木下尚子, 新谷奈津美, 石川美穂, 
小池美佳子 , 齋藤祐美, 佐藤知雄, 
鈴木弘子 , 木村美也子, 高田礼子, 
山野嘉久 . HAM患者レジストリ
「HAMねっと」を活用した経年的前
向き調査. 第56回日本神経学会学術
大会, 2015年5月20日～23日, 新潟
（新潟市中央区）〔朱鷺メッセ (新潟
コンベンションセンター)〕 

75. 沢辺愛加, 根岸由衣, 野田和里, 平井
祐士, 井上永介, 新谷奈津美, 八木
下尚子,  佐藤知雄, 山野嘉久. 希
少難病HAMの臨床的有効性評価指
標の検討. 第56回日本神経学会学術
大会, 2015年5月20日～23日, 新潟
（新潟市中央区）〔朱鷺メッセ (新潟
コンベンションセンター)〕 

76. 山内淳司, 柴垣有吾, 佐藤知雄， 
八木下尚子， 新谷奈津美， 山野嘉
久, 力石辰也. HTLV-1陽性ドナーか
らの生体腎移植によりレシピエント
に発症するHAMの特徴. 第60回日
本透析医学会学術集会・総会, 2015



 

年6月26日～28日, 横浜〔パシフィコ
横浜〕 

77. 山野嘉久. 希少難病を知る－再発性
多発軟骨炎の病態－. 第20回日本難
病看護学会学術集会, 2015年7月25
日, 東京（大田区）〔大田区産業プラ
ザ〕 

78. 倉光 球, 大隈 和, 矢持忠徳, 山野
嘉久, 長谷川寛雄, 上平憲, 岡山昭
彦, 久保田龍二, 出雲周二, 成瀬功, 
相良康子, 佐竹正博, 渡邉俊樹, 山
口一成, 浜口功. HTLV-1核酸検査の
標準化および検出感度の検討：多施
設共同研究. 第2回日本HTLV-1学会
学術集会, 2015年8月22日～23日, 
東京都（港区）〔東京大学医科学研究
所〕. 

79. 石原誠人, 新谷奈津美, 佐藤知雄, 藤
井理沙, 最知直美, 宇都宮與, 山野
嘉久, 植田幸嗣. 末梢血CD4陽性T
細胞を用いた膜プロテオーム解析に
よるHTLV-1関連疾患に対する新規
治療標的の探索. 第2回日本HTLV-1
学会学術集会, 2015年8月22日～23
日, 東京都（港区）〔東京大学医科学
研究所〕. 

80. 山内淳司, 佐藤知雄, 八木下尚子, 新
谷奈津美 , 大勝秀樹, 長谷川泰弘 , 
力石辰也, 柴垣有吾, 湯沢賢治, 山
野嘉久.  HTLV-1陽性ドナーから
陰性レシピエントへの生体腎移植に
よ る HAM の 特 徴 . 第 2 回 日 本
HTLV-1学会学術集会, 2015年8月22
日～23日, 東京都（港区）〔東京大学
医科学研究所〕. 

81. 佐藤知雄, 安藤 仁, 高橋克典, 國友
康夫, Ariella Coler-Reilly, 新谷奈津
美, 八木下尚子, 山野嘉久. HTLV-1
関連脊髄症(HAM)における髄液細胞
のケモカイン受容体解析. 第2回日
本HTLV-1学会学術集会, 2015年8月
22日～23日, 東京都（港区）〔東京大
学医科学研究所〕. 

82. 鈴木弘子, 石川美穂, 小池美佳子, 齊
藤祐美 , 八木下尚子 , 山野嘉久 . 
HAM 患 者 の 思 い を 知 る 〜
SEIQoL-DW（個人の生活の質評価
法）を用いた関わりを通して〜. 第2
回日本HTLV-1学会学術集会, 2015
年8月22日～23日, 東京都（港区）〔東
京大学医科学研究所〕.[ポスター] 

83. 八木下尚子, 鈴木弘子, 石川美穂, 小
池美佳子 , 齊藤祐美, 新谷奈津美 , 
佐藤知雄 , 高田礼子 , 山野嘉久 . 
HAM患者レジストリ「HAMねっと」
の経年的患者満足度調査. 第2回日
本HTLV-1学会学術集会, 2015年8月

22日～23日, 東京都（港区）〔東京大
学医科学研究所〕. [ポスター] 

84. 夛田まや子, 佐々木光穂, 平田 誠, 
樋野村亜希子, 坂手龍一, 西下直希, 
山野嘉久, 吉良潤一, 小原有弘, 松
山晃文. 難病バンクにおけるHLAタ
イピング導入による難病研究推進. 
第24回日本組織適合性学会, 2015年
9月10日～12日, 茨城（水戸市）〔ホ
テル レイクビュー水戸〕 

85. 山野嘉久. 希少難病HAM患者レジス
トリー「HAMねっと」の臨床研究・
治験への応用 ～運営事務局の立場
から～. 第15回CRCと臨床試験のあ
り方を考える会議2015 inKOBE. 
2015年9月12日, 兵庫（神戸市中央区）
〔神戸国際会議場〕 

86. 山野嘉久. HAMの治療展望. 第27回
日本神経免疫学会学術集会, 2015年
9月15～16日, 岐阜（岐阜市）〔長良
川国際会議場〕 

87. 山野嘉久. 臓器移植後に伴うＨＴＬ
Ｖ－１関連疾患発症の実態について. 
第9回HTLV-1対策推進協議会, 2015
年9月30日, 東京（東京都千代田区）
〔厚生労働省〕 

88. 山野嘉久. HTLV-1関連脊髄症（HAM）
に対する抗CCR4抗体療法の開発 . 
第43回日本臨床免疫学会総会, 2015
年10月22日～24日, 兵庫（神戸市中
央区）〔神戸国際会議場〕 

89. 山野嘉久. HAMに対する日本発の革
新的治療となる抗CCR4抗体の実用
化研究. 革新的医療技術創出拠点プ
ロジェクト統合戦略会議, 2015年11
月10日, 東京（東京都千代田区）〔日
本医療研究開発機構〕 

90. 山野嘉久、山内淳司、佐藤知雄、八
木下尚子、新谷奈津美、大勝秀樹、
長谷川泰弘、湯沢賢治. HTLV-1陽性
ドナーから陰性レシピエントへの生
体腎移植によるHAMの特徴. 厚生
労働省難治性疾患（神経免疫疾患）
政策および実用化研究班平成27年度
合同班会議, 2016年1月21日, 東京
（東京都千代田区）〔都市センターホ
テル〕 

91. 佐藤知雄、新谷奈津美、八木下尚子、
山野嘉久. HAMの進行度の特徴と関
連バイオマーカーの検討. 厚生労働
省難治性疾患（神経免疫疾患）政策
および実用化研究班平成27年度合同
班会議, 2016年1月21日, 東京（東
京都千代田区）〔都市センターホテ
ル〕 

92. 玉木慶子, 津川 潤, 佐藤知雄, 山野
嘉久, 坪井義夫. HAMにおける治療



 

効果を予想するバイオマーカーの検
討. 厚生労働省難治性疾患（神経免
疫疾患）政策および実用化研究班平
成27年度合同班会議, 2016年1月21
日, 東京（東京都千代田区）〔都市
センターホテル〕 

93. 森内浩幸、HTLV-1母子感染症正しい
知識とキャリア支援について、平成
27年度北海道HTVL-1母子感染予防
対策研修会、北濃健保会館、札幌、
2015年11月7日 

94. 森内浩幸、シンポジウム 母子感染
対策の最前線2015 HTLV-1母子感
染対策：準備不足と混乱の中での船
出、第51回日本周産期・新生児医学
会学術集会、ヒルトン福岡シーホー
ク、福岡、2015年7月11日（2015年7
月10日～12日） 

95. 森内浩幸、シンポジウム 母子感染
対策の最前線2015 HTLV-1母子感
染対策：準備不足と混乱の中での船
出、第51回日本周産期・新生児医学
会学術集会、ヒルトン福岡シーホー
ク、福岡、2015年7月11日（2015年7
月10日～12日） 

96. 齋藤 滋：HTLV-1母子感染の現状と
課題. 第46回日本看護学会ヘルスプ
ロモーション学術集会. 2015.11.7, 
富山. （招待講演） 

97. 堀 真琴、藤川 大、中川翔太、田
中勇悦、中野和民、渡邉俊樹、山岸
誠、「成人T細胞白血病における
EZH2依存的エピジェネティック異
常の包括的解析」、第37回日本分子生
物学会年会、パシフィコ横浜、横浜、
2014年11月25日（2014年11月25日
〜27日）（ポスター） 

98. Sanaz Firouzi, Tadanori Yamochi, 
Osvany Lopez, Yutaka Suzuki, 
Kenta Nakai, Sumio Sugano, 
Toshiki Watanabe, ”Monitoring 
clonal composition of 
HTLV-1-infected cells based on 
provirus integration sites”、第37回
日本分子生物学会年会、パシフィコ
横浜、横浜、2014年11月27日（2014
年11月25日〜27日）（ポスター） 

99. 梅木一美, 橋倉悠輝, 山本成郎, 岡
山昭彦. HTLV-1抗体確認試験として
のLine Immunoassayの有用性. 第
61回日本臨床検査医学会学術集会.
福岡国際会議場，2014. 11.22〜25 

100. 相良康子、井上由紀子、守田麻衣子、
後藤信代、岩永正子、矢持忠徳、渡
邉俊樹、浜口 功、相良康弘、清川
博之、「HTLV-1 PVLと HLA Class I
結合peptideの乖離時間との関連」、

第62回日本ウイルス学会学術総会、
パシフィコ横浜、横浜、2014年11月
11日（2014年11月10日〜12日）（一
般口演） 

101. Nakashima M, Yamochi T, 
Higashihara M, Watanabe T, 
Horie R, “CD30 expressing cells in 
HTLV-1 carriers reveal abnormal 
nuclear morphology resembling 
flower cells”, 第76回日本血液学会
学術集会、大阪国際会議場、大阪、
2014年11月1日（2014年10月31日〜
11月2日）（一般口演） 

102. 野坂生郷、岩永正子、石澤賢一、石
田陽治、内丸 薫、石塚賢治、天野
正宏、石田高司、今泉芳孝、鵜池直
邦、宇都宮 與、大島孝一、河井一
浩、田中淳司、戸倉新樹、飛内賢正、
渡邉俊樹、塚崎邦弘、「全国医療機
関における成人T細胞白血病・リンパ
腫(ATL)患者の実態調査：2010年〜
2011年」、第76回日本血液学会学術
集会、大阪国際会議場、大阪、2014
年11月1日（2014年10月31日〜11月2
日）（一般口演） 

103. Yamagishi M, Takahashi R, Sakai 

N, Fujikawa D, Nakagawa S, 
Yamochi T, Yamochi T, Nakano K, 
Uchimaru K, Utsunomiya A, 
Watanabe T, “Tumor-specific gene 
expression leads to p38 and 
Hedgehog signaling activation in 
adult T cell leukemia”, 第76回日本
血液学会学術集会、大阪国際会議場、
大阪、2014年11月1日（2014年10月
31日〜11月2日）（一般口演） 

104. Nagata Y, Enami T, 
Sakata-Yanagimoto M, Kataoka K, 
Kitanaka A, Sato A, Shiraishi Y, 
Chiba K, Tanaka H, Shiozawa Y, 
Yoshizato T, Kon A, Yoshida K, 
Sanada M, Ishiyama K, Miyawaki 
S, Ishii R, Nureki O, Miyano S, 
Shimoda K, Watanabe T, Chiba S, 
Ogawa S, “Distinct patterns of 
RHOA mutations in Adult T-Cell 
Leukemia/Lymphoma and 
peripheral T-Cell lymphomas” , 第
76回日本血液学会学術集会、大阪国
際会議場、大阪、2014年11月1日
（2014年10月31日〜11月2日）（一般
口演） 

105. Kataoka K, Nagata Y, Kitanaka A, 
Sato-Otsubo A, Totoki Y, Yasunaga 
J, Sanada M, Shiraishi Y, Chiba K, 
Tanaka H, Suzuki H, Sato Y, 
Shiozawa Y, Yoshizato T, Kon A, 



 

Yoshida K, Munakata W, 
Nakamura H, Hama N, Shide K, 
Kubuki Y, Hidaka T, Kameda T, 
Ishiyama K, Miyawaki S, Ishii R, 
Nureki O, Nagae G, Aburatani H, 
Miyano S, Watanabe T, Matsuoka 
M, Shibata T, Shimoda K, Ogawa S, 
“Landscape of genetic alterations 
in adult T-cell 
leukemia/lymphoma”, 第76回日本
血液学会学術集会、大阪国際会議場、
大阪、2014年11月1日（2014年10月
31日〜11月2日）（一般口演） 

106. 上田裕二郎 , 高橋明子, 浦崎哲也, 
山田遥子, 和泉宏昌, 横山雄章, 石
井源一郎, 湯浅博美, 根津雅彦, 伊
藤國明, 塚崎邦弘：R-CHOP療法後
の二次性MDSに免疫学的血小板減
少性紫斑病を併発しステロイド/リ
ツキシマブ療法が奏効した一例. 第
76回日本血液学会学術集会、大阪国
際会議場、大阪、2014年10月31日～
11月2日（ポスター） 

107. Takata K, Yamaguchi M, Yoshino T, 
Ishizuka N, Oguchi M, Kobayashi 
Y, Isobe Y, Ishizawa K, Kubota N, 
Itou K, Usui N, Miyazaki K, 
Utsumi K, Masaki Y, Nosaka K, 
Fukushima N, Ohmachi K, 
Shimada K, Morimoto H, Oshimi K, 
Kinoshita T, Tsukasaki K, Tobinai 
K ： Prognostic biomarkers in 
patients with Iocalized NK/T-cell 
lymphoma treated with RT-DeVIC, 
第76回日本血液学会学術集会、大阪
国際会議場、大阪、2014年10月31日
～11月2日（口演） 

108. 石垣知寛、小林誠一郎、大野伸広、
大田泰徳、渡辺信和、東條有伸、中
内啓光、内丸 薫. 間質依存性増殖を
示す新規急性型ATL細胞株の樹立と 
in vivo 増殖モデルの解析. 第76回
日本血液学会学術集会、大阪国際会
議場、大阪、2014年10月31日～11月
2日 

109. Jo N, Ohno N,  Takeda R, 
Nakamura S, Hirano M, Takei S, 
Kawamata T, Yokoyama K, 
Fukuyama T, Yuji K, Uchimaru K 
and Tojo A. ESHAP regimen as 
salvage therapy for patients with 
relapsed or refractory adult T cell 
leukemia. 第76回日本血液学会学術
集会、大阪国際会議場、大阪、2014
年10月31日～11月2日 

110. Kawamata T, Ohno N, Sato K, 
Kobayashi  M, Jo N,  Yuji K, 

Tanosaki R, Yamano Y, Uchimaru 
K and Tojo A. Differential 
diagnosis of by flowcytometric 
analysis of post allo-SCT 
myelopathy; a case report. 第76回
日本血液学会学術集会、大阪国際会
議場、大阪、2014年10月31日～11月
2日 

111. 永田安伸、榎並輝和、坂田(柳元)麻実
子、片岡圭亮、北中 明、佐藤亜以
子、白石友一、眞田昌、宮野 悟、
下田和哉、渡邉俊樹、千葉 滋、小
川誠司、「成人T細胞白血病/リンパ腫
と他の末梢性T細胞性腫瘍における
RHOAの特徴的な変異分布と生物学
的機能の解析」、第73回日本癌学会学
術総会、パシフィコ横浜、横浜、2014
年9月26日（2014年9月25日〜27日）
（口演） 

112. 渡邉俊樹、山岸 誠、「ATL発症の基
盤となるゲノム・エピゲノム異常の
解析」、シンポジウム: 16．ATL発
がん機構と治療の新展開、第73回日
本癌学会学術総会、パシフィコ横浜、
横浜、2014年9月25日（2014年9月
25日〜27日）（招待口演） 

113. 片岡圭亮、永田安伸、北中 明、佐
藤亜以子、十時 康、安永純一朗、
油谷浩幸、宮野 悟、渡邉俊樹、松
岡雅雄、柴田龍弘、下田和哉、小川
誠司、「成人T細胞白血病/リンパ腫に
おけるゲノム異常の網羅的解析」、シ
ンポジウム: 16．ATL発がん機構と
治療の新展開、第73回日本癌学会学
術総会、パシフィコ横浜、横浜、2014
年9月25日（2014年9月25日〜27日）
（シンポジウム口演） 

114. 藤川 大、山岸 誠、中川翔太、黒
川直也、副島あい、石田尚臣、田中
勇悦、中野和民、渡邉俊樹、「ATL細
胞におけるEZH2依存的エピジェネ
ティック異常の包括的解析」、第73
回日本癌学会学術総会、パシフィコ
横浜、横浜、2014年9月25日（2014
年9月25日〜27日）（ポスター） 

115. 矢持忠徳、守田陽平、矢持淑子、
Sanaz Firouzi、佐々木陽介、渡辺信
和、内丸 薫、宇都宮 與、渡邉俊
樹、「Putative ATL tumor initiating 
cellsの解析」、第73回日本癌学会学術
総会、パシフィコ横浜、横浜、2014
年9月25日（2014年9月25日〜27日）
（ポスター） 

116. Sanaz Firouzi, Tadanori Yamochi, 
Yosvany López, Yutaka Suzuki, 
Kenta Nakai, Sumio Sugano, 
Toshiki Watanabe ， “A new 



 

high-throughput method to 
investigate the clonality of 
HTLV-1-infected cells based on 
provirus integration sites”, 第73回
日本癌学会学術総会、パシフィコ横
浜、横浜、2014年9月25日（2014年9
月25日〜27日）（ポスター） 

117. Ishigaki T, Kobayashi S, Nakano N, 
Utsunomiya A, Uchimaru K, Tojo 
A.Hierarchical clustering analysis 
of surface antigens on ATL cells 
and search for AT-initiating cell 
marker. 第73回日本癌学会学術総会、
パシフィコ横浜、横浜、2014年9月
25日〜27日.  

118. Yoshida N, Tsuzuki S, Karube K, 
Takahara T, Katayama M, 
Nishikori M, Shimoyama M, 
Tsukasaki K, Oshima K, Seto 
M:Identification of STX11 as a 
tumor suppressor gene in 
peripheral T-cell lymphomas. 第73
回日本癌学会学術総会, 横浜, 2014
年9月25日~27日.(英語口演) 

119. 古田裕幸、根津雅彦、松井礼子、上
田裕二郎、浦崎哲也、岡村直香、横
山雄章、和泉宏晶、山田遥子、湯浅
博美、伊藤國明、塚崎邦弘、齊藤信
一郎:ステロイド先行使用のリツキ
シマブ輸注反応に対する有用性の検
討. 第73回日本癌学会学術総会、パ
シフィコ横浜、横浜、2014年9月25
日（2014年9月25日〜27日）(口演) 

120. 夛田まや子 , 平田誠, 佐々木光穂 , 
樋野村亜希子, 前畑みどり, 高橋一
朗, 増井徹, 山野嘉久, 吉良潤一, 米
田悦啓, 坂手龍一. 難病研究資源バ
ンクにおける収集試料の HLA タイ
ピング実施による難病研究の推進. 
第 23 回日本組織適合性学会大会, 
2014年9月13日～15日, 長崎県（長
崎市）. 

121. 余郷麻希子，大本周作，向井泰司，
安部宏，相澤良夫，高橋利幸，山野
嘉久，鈴木正彦. 慢性 C 型肝炎に対
するインターフェロン療法後に、抗
アクアポリン 4 抗体及び抗 HTLV-1
抗体陽性の脊髄長大病変を呈した
49 歳女性例. 第 210 回日本神経学会
関東・甲信越地方会, 2014 年 9 月 6
日, 東京都（千代田区）. 

122. 佐藤知雄、新谷奈津美、安藤 仁、
山内淳司、國友康夫、高橋克典、斎
藤祐美、石川美穂、八木下尚子、山
野嘉久. HAMにおけるTh1様異常T
細胞の発生機構および病態への関与, 
第 19 回日本神経感染症学会総会学

術集会・第 26 回日本神経免疫学会
学術集会合同学術集会, 2014 年 9 月
4 日～6 日, 石川県（金沢市）. 

123. 山内淳司 , 新谷奈津美, 安藤 仁, 
Ariella Coler-Reilly, 國友康夫, 高
橋克典, 八木下尚子, 佐藤知雄, 宇
都宮與, 山野嘉久. HAM における抗
CCR4 抗体療法の有用性および
CCR4+CD8+T 細胞の異常に関する
検討. 第19回日本神経感染症学会総
会学術集会・第 26 回日本神経免疫
学会学術集会合同学術集会, 2014 年
9 月 4 日～6 日, 石川県（金沢市）. 

124. 藤川 大、山岸 誠、黒川直也、副
島あい、中川翔太、石田尚臣、田中
勇悦、中野和民、渡邉俊樹、「ATL細
胞におけるEZH2依存的エピジェネ
ティック異常の包括的解析」、第1回
日本HTLV-1学会学術集会、東京大
学医科学研究所、2014年8月24日
（2014年8月22日−8月24日）（口演） 

125. 佐竹正博、相良康子、岩永正子、浜
口 功. 献血者のデータから明らか
になったHTLV-1水平感染の実態 . 
第1回日本HTLV-1学会学術集会8月
24(日)会場：東京大学医科学研究所、
2014年8月24日（2014年8月22日−8
月24日）（口演） 

126. 森内浩幸、武田敬子、土居 浩、三
浦清徳、増崎英明、柳原克紀、上平
憲、「長崎県におけるHTLV-1キャリ
ア母体から生まれた児の追跡調査」、
第1回日本HTLV-1学会学術集会、東
京大学医科学研究所、2014年8月24
日（2014年8月22日−8月24日）（口
演） 

127. Sanaz Firouzi, Tadanori Yamochi, 
Yosvany López, Yutaka Suzuki, 
Kenta Nakai, Sumio Sugano, 
Toshiki Watanabe, “A new 
high-throughput method to 
investigate the clonality of 
HTLV-1-infected cells based on 
provirus integration sites”, 第1回
日本HTLV-1学会学術集会、東京大
学医科学研究所、2014年8月23日
（2014年8月22日−8月24日）（口演） 

128. 中島 誠、矢持忠徳、東原正明、渡
邉俊樹、堀江良一、「CD30はHTLV-1
キャリアにおける異常リンパ球に発
現し、核の形態変化に関与する」、第
1回日本HTLV-1学会学術集会、東京
大学医科学研究所、2014年8月23日
（2014年8月22日−8月24日）（口演） 

129. 中武彩子、小林行治、中畑新吾、西
片一朗、岩永正子、相良康子、北中
明、天野正宏、前田宏一、末岡栄三



 

朗、瀬戸山充、岡山昭彦、宇都宮與、
下田和哉、渡邉俊樹、森下和広、「血
中可溶型CADM1/TSLC1測定によ
るATL診断法の開発」、第1回日本
HTLV-1学会学術集会、東京大学医
科学研究所、2014年8月23日（2014
年8月22日−8月24日）（口演） 

130. 岩永正子, 早田みどり. 長崎県にお
け る ATL 罹 患 率 の
Age-Period-Cohort 解 析 ： 1986 ～
2010年. 第1回日本HTLV-1学会学術
集会、東京大学医科学研究所、2014
年8月23日（2014年8月22日−8月24
日）（口演） 

131. 武本重毅、岩永正子、ポルンクナ ラ
ティオン、相良康子、鵜澤耕治、守
田和樹、渡邉俊樹、「HTLV-1キャリ
アの可溶性CD30血中濃度と成人T
細胞白血病発症リスク：症例対照研
究」、第1回日本HTLV-1学会学術集
会、東京大学医科学研究所、2014年
8月23日（2014年8月22日−8月24日）
（ポスター） 

132. 西田亜季、長門石曉、中野和民、山
岸誠、矢持忠徳、田中勇悦、津本浩
平、渡邉俊樹、「単鎖抗体(scFv)を用
いたHTLV-1感染細胞特異的miRNA
輸送システムの構築」、第1回日本
HTLV-1学会学術集会、東京大学医
科学研究所、2014年8月23日（2014
年8月22日−8月24日）（ポスター） 

133. 梅木一美, 橋倉悠輝, 山本成郎, 岡
山昭彦 . 高感度PCR法およびLine 
ImmunoassyによるHTLV-1抗体陽
性の確認. 第1回日本HTLV-1学会学
術集会、東京大学医科学研究所、
2014年8月23日（2014年8月22日−8
月24日）（口演） 

134. 橋倉悠輝, 梅木一美, 山本成郎, 長
谷川寛雄 , 柳原克紀 , 岡山昭彦 . 
MT-2細胞 HTLV-1プロウイルスの
組み込み部位および内部構造の多様
性. 第1回日本HTLV-1学会学術集会、
東京大学医科学研究所、2014年8月
23日（2014年8月22日−8月24日）（ポ
スター） 

135. 平野光人、大野伸広、小林誠一郎、
石垣知寛、田野崎隆二、鴨居功樹、
内丸 薫、東條有伸. 急性型ATLと
HTLV-1ぶどう膜炎の同時発症の１
例. 第1回日本HTLV-1学会学術集会、
東京大学医科学研究所、2014年8月
23日（2014年8月22日−8月24日）（口
演） 

136. 石垣知寛、小林誠一郎、大野伸広、
中野伸亮、宇都宮與、山崎 聡、渡
辺信和、東條有伸、中内啓光、内丸 

薫. 急性型ATLにおける細胞表面抗
原のクラスタリング解析とATL幹細
胞マーカーの探索 . 第 1 回日本
HTLV-1学会学術集会、東京大学医科
学研究所、2014年8月24日（2014年8
月22日−8月24日）（口演） 

137. 新野大介、谷口広明、今泉芳孝、佐々
木大介、長谷川寛雄、三好寛明、郭
英、加藤丈晴、柳原克紀、塚崎邦弘、
宮崎泰司、大島孝一:成人T細胞白血
病リンパ腫(ATL)におけるMALT1発
現 と予後と の関係 . 第 1 回日 本
HTLV-1学会学術集会、東京大学医科
学研究所、2014年8月23日（2014年8
月22日−8月24日）（ポスター） 

138. 岡村直香,上田裕二郎,根津雅彦,湯浅
博美,伊藤國明,石井源一郎,塚崎邦弘:
モガムリズマブ2回目の点滴後に多
形滲出性紅斑様の薬疹をきたした難
治性ATLの一例. 第1回日本HTLV-1
学会学術集会、東京大学医科学研究
所、2014年8月23日（2014年8月22
日−8月24日）（ポスター） 

139. 山野嘉久, 木村美也子, 八木下尚子, 
鈴木弘子 , 石川美穂, 小池美佳子 , 
齊藤祐美 , 新谷奈津美, 佐藤知雄, 
高田礼子. HAM 患者登録システム
「HAM ねっと」を用いた疫学的解
析. 第 1 回日本 HTLV-1 学会学術集
会, 2014 年 8 月 22 日～24 日, 東京
都（港区）. （口演） 

140. 佐藤知雄 , 井上永介, 新谷奈津美 , 
高 橋 克 典 , 國 友 康 夫 , Ariella 
Coler-Reilly, 山内淳司, 八木下尚
子, 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症
（HAM）の臨床的評価指標の有用性
に関する検討. 第 1 回日本 HTLV-1
学会学術集会, 2014 年 8 月 22 日～
24 日, 東京都（港区）. （口演） 

141. 新谷奈津美 , 佐藤知雄, 安藤 仁, 
外丸詩野, Ariella Coler-Reilly, 八木
下尚子, 山内淳司, 長谷川温彦, 神
奈木真理, 田中勇悦, 宇都宮與, 山
野嘉久. HTLV-1によるHTLV-1関連
脊髄症（HAM）病原性 T 細胞の発生
機構の解析. 第 1 回日本 HTLV-1 学
会学術集会, 2014 年 8 月 22 日～24
日, 東京都（港区）. （口演） 

142. 八木下尚子 , 有福厚孝, 菊池崇之, 
木村未祐奈, 佐藤健太郎, 石川美穂, 
鈴木弘子 , 小池美佳子, 齊藤祐美, 
新谷奈津美, 佐藤知雄, 木村美也子, 
高田礼子, 山野嘉久. HTLV-1 関連脊
髄症(HAM)患者登録システム「HAM
ねっと」の患者満足度調査. 第 1 回
日本 HTLV-1 学会学術集会, 2014 年



 

8 月 22 日～24 日, 東京都（港区）. 
（ポスター） 

143. 山内淳司, 新谷奈津美, 安藤 仁, 
國 友 康 夫 , 高 橋 克 典 , Ariella 
Coler-Reilly, 八木下尚子, 佐藤知
雄, 宇都宮與, 山野嘉久. HAM にお
ける抗 CCR4 抗体療法の有用性およ
び CCR4+CD8+T 細胞の異常に関す
る検討. 第 1 回日本 HTLV-1 学会学
術集会, 2014年8月22日～24日, 東
京都（港区）. （口演） 

144. 遠藤寿子, 中島 孝, 池田哲彦, 大
田健太郎, 會田 泉, 米持洋介, 山
野嘉久. HAMの歩行不安定症に対す
る歩行改善プログラムに関する検討. 
第 1 回日本 HTLV-1 学会学術集会, 
2014年8月22日～24日, 東京都（港
区）. （口演） 

145. 寺田裕紀子, 鴨居功樹, 山野ちなみ, 
山野嘉久. HTLV-1 キャリアに合併
した関節リウマチに対する生物学的
製剤の使用で HTLV-1 ぶどう膜炎と
HTLV-1 関連脊髄症が悪化した 1 例. 
第 1 回日本 HTLV-1 学会学術集会, 
2014年8月22日～24日, 東京都（港
区）. （口演） 

146. 石原誠人, 新谷奈津美, 佐藤知雄, 
藤井理沙, 最知直美, 宇都宮與, 山
野嘉久, 菅野純夫, 植田幸嗣. CD4
陽性 T 細胞を用いた膜プロテオーム
解析による HTLV-1 関連脊髄症に対
する新規治療標的分子の探索. 第 1
回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2014
年 8 月 22 日～24 日, 東京都（港区）. 

147. 齋藤 滋：HTLV-１母子感染対策協
議会の役割と運営. 第50回日本周産
期・新生児医学会学術集会, 2014, 7, 
14, 千葉. （招待講演） 

148. 吉田稚明,都築 忍,加留部謙之輔,高
原大志,錦織桃子,下山正徳,大島孝一,
塚崎邦弘,瀬戸加大: STX11はT細胞
性腫瘍特異的ながん抑制遺伝子であ
る.第54回日本リンパ網内系学会,山
形,2014年6月19~21日.(優秀演題口
演) 

149. 山田遥子,根津雅彦,岡村直香,湯浅博
美,伊藤國明,小嶋基寛,石井源一郎,塚
崎邦弘 : 致死的腫瘍崩壊症候群 
(TLS) を来し M 蛋白血症を伴う
IgH/c-MAF 転座陽性の B細胞腫瘍
の一例.第54回日本リンパ網内系学
会,山形,2014年6月19~21日.(ポスタ
ー) 

150. 永井宏和,小椋美知則,塚崎邦弘,上田
龍三へ飛内賢正:再発・難治性の日本
人末梢性 T 細胞リンパ臆(PTCL)患

者を対象とするフォロデシンの第
I/II相臨床試験.第54回日本リンパ網
内系学会 ,山形 , 2014年6月19~21
日.(ポスタ) 

151. 丸山大,永井宏和,前田嘉信,塚崎邦弘,
上田龍三,飛内賢正:再発・難治性の日
本人末梢性 T 細胞リンパ腫(PTCL)
患者を対象としたpralatrexateの第 
I/II 相臨床試験. 第54回日本リンパ
網内系学会,山形, 2014年6月19~21
日.(ポスター) 

152. 築山尚文、三浦清徳、淵 直樹、長
谷川寛雄、柳原克紀、森内浩幸、増
崎英明、「HTLV-1キャリア妊婦末梢
血 中 お よ び 出 生 児 臍 帯 血 中 の
HTLV-1 プロウイルス量および
HTLV-1抗体に関する検討」、第31
回日本産婦人科感染症研究会学術集
会、神戸国際会議場、神戸、2014年6
月8日（2014年6月7日〜8日）（口演） 

153. 山野嘉久. HAMの炎症慢性化におけ
る astrocyte を介した炎症悪性ルー
プの重要性. 第55回日本神経学会学
術大会, 2014 年 5 月 21 日～5 月 24
日, 福岡県（福岡市）. 

154. 菊池崇之 , 有福厚孝, 木村未祐奈 , 
佐藤健太郎, 本橋隆子, 木村美也子, 
網中雅仁 , 高田礼子, 八木下尚子 , 
山野嘉久. 患者 QOL の改善に向け
た患者レジストリの満足度調査. 第
55回日本神経学会学術大会, 2014年
5 月 21 日～5 月 24 日, 福岡県（福岡
市）. 

155. 齋藤 滋：血液・母乳を介した母子
感染（HTLV-1母子感染を中心に）. 
第62回日本輸血・細胞治療学会総会; 
2014.5.15〜17, 奈良. （招待講演） 

 
（その他） 
1. 齋藤 滋：HTLV-1母子感染対策～医

療機関と地域が協力して行う母子感
染予防～. 高知県HTLV-1母子感染
対策に関する研修会. 2017.2.7, 高
知（招待講演） 

2. 齋藤 滋. 感染症Today「HTLV-1母
子感染予防に関する最近の話題」. 
ラジオNIKKEI出演. 2016.12.7 

3. 山野嘉久 . HAM患者レジストリ
「HAMねっと」による難病医療の向
上を目指して, AMED連携シンポジ
ウム, 2017年1月6日, 東京（千代田区
大手町）〔国立研究開発法人日本医療
研究開発機構会議室〕(招待講演) 

4. 渡邉俊樹、「ATLのクローン性増殖の
分子基盤と新規治療法の探索」、長崎
血液疾患エキスパートミーティング、
協和発酵キリン株式会社主催、ベス



 

トウェスタンプレミアホテル長崎６
F「グランド」、長崎県長崎市、2016
年9月30日(招待講演) 

5. 渡邉俊樹、「HTLV-1/ATL研究の目指
すもの：疾患の基礎研究から発症予
防・治療法開発へ」、平成２８年度第
１回長崎大学大学院セミナー、長崎
大学病院新中央棟２階第１会議室、
長崎県長崎市、2016年9月14日(招待
講演) 

6. 渡邉俊樹、「我が国に多い白血病ウイ
ルスと白血病」、平成２８年度いわみ
ざわ市民大学、岩見沢市生涯学習セ
ンター「いわなび」、北海道岩見沢市、
2016年8月31日(招待講演) 

7. 渡邉俊樹、「ATL 細胞におけるエピ
ジェネティクス異常の実態と分子標
的治療」、日沼賴夫先生メモリアル
シンポジウム- HTLV-1 研究の現況
と展望-、京都大学芝蘭会館、京都、
2016 年 3 月 16 日(招待講演) 

8. 渡邉俊樹、「ヒトレトロウイルス
HTLV-1 感染と免疫疾患」、第 23
回自己抗体と自己免疫シンポジウム
ー感染と自己免疫、丸ビルホール、
東京、2016 年 2 月 13 日(招待講演) 

9. 渡邉俊樹、「ATL 発症機構の理解の
展開と発症予防・治療法開発の現状」、
宮崎大学医学部皮膚科学教室・天野
正宏教授就任祝賀会特別講演、宮崎
観光ホテル、宮崎、2015 年 11 月 14
日(招待講演) 

10. 齋藤 滋：HTLV-1 感染予防 Up 
to dateー産婦人科医・小児科医・保
健師が協力して行う母子感染予防ー. 
平成27年度 HTLV-1対策医療従事
者等研修会. 2015.10.10, 岩手. （招
待講演） 

11. 齋藤 滋：講義「HTLV-1の現状と助
産師の役割」.日本看護協会 研修. 
2015.6.25, 神戸. 

12. 渡邉俊樹、「HTLV-1 の病原性発現機
構と ATL の発症機構」、第５回病原
微生物部門セミナー、山口大学農学
部、山口、2015 年 1 月 20 日(招待講
演) 

13. 渡邉俊樹、「ATL 発症機構の解析に
基づく発症予防・新規治療法の探索」、
第 13 回さいたま血液勉強会、大日本
住友製薬(株)主催、大日本住友製薬
(株)埼玉支店、埼玉、2014 年 11 月
14 日(招待講演) 

14. Watanabe T, “Molecular 
mechanisms of leukemogenesis of 
adult T-cell leukemia (ATL) caused 
by HTLV-1”, 2d IARI Symposium, 
Lyon, France, Nov. 3 (Nov. 3-4), 

2014 
15. 渡邉俊樹、「ATL 発症機構の解析に

基づく発症予防法と治療法の開発」、
ATL 学術集会、協和発酵キリン(株)
主催、盛岡グランドホテル、岩手、
2014 年 10 月 9 日(招待講演) 

16. 斉藤愛記、持田佳奈子、鶴山惠理、
市川裕菜、大友悠太郎、掛谷綾香、
深澤麻純、宇野雅哉、徳永文稔、宇
都宮 與、渡邉俊樹、山岡昇司、
「HTLV-I 感染細胞および上皮系腫
瘍細胞においてユビキチン化修飾酵
素 A20 は caspase-8 抑制因子として
機能する」、新学術領域研究「修飾シ
グナル病」若手ワークショップ、東
京、2014 年（2014 年 9 月 30 日～10
月 2 日） 

17. 渡邉俊樹、「ATL の病態と発症に関
わる分子機構解明の現状」、HTLV-1
セミナー、佐賀県地域医療再生計画
事業主催、ホテルニューオータニ佐
賀、佐賀、2014 年 7 月 4 日(招待講
演) 

18. 渡邉俊樹、「ATL 発症に伴う分子異
常、そして難病への取り組み」、ATL
シンポジウム—成人 T 細胞白血病
(ATL) と 原 因 ウ イ ル ス (HTLV-1)
「ATL 細胞の培養から始まった
HTLV-1 研究」、高知大学医学部主催、
高新文化ホール・高知、2014 年 5 月
24 日(招待講演) 

19. 渡邉俊樹、「ATL 発症とプログレッ
ションの分子基盤解明の試み」、ATL 
small meeting、協和発酵キリン(株)
主催、ホテルモントレー仙台、宮城、
2014 年 4 月 18 日(招待講演) 

20. 岡山昭彦, HTLV-1 感染症と慢性炎
症性疾患. 京都大学ウイルス研究所
セミナー. 2014.京都市 

21. 齋藤 滋：妊婦に対するHTLV-I抗体
検査の意義と目的 HTLV-I母子感
染予防対策～保健指導等について～. 
福井県HTLV-1母子感染対策研修会; 
2015.1.29, 福井.（招待講演） 

22. 齋藤 滋: 富山県における協議会設
置 の 経 緯 と 現 状 . 平 成 26 年 度
HTLV-1 母 子 感 染 予 防 講 習 会 ; 
2014.12.14, 東京. 

23. 齋藤 滋 : 妊婦に対するHTLV-1 
抗体スクリーニング検査の意義と目
的. 平成26年度HTLV-1母子感染予
防講習会; 2014.12.14, 東京. 

24. 齋藤 滋：HTLV-Iスクリーニングの
現 状 と そ の 課 題 . 平 成 26 年 度
HTLV-I研修会 ,2014,11,19, 徳島 . 



 

(招待講演) 
25. 齋藤 滋：妊婦母子感染対策事業か

ら学ぶこと～新しいHTLV-I母子感
染対策～. 石川県医師会 第1回周
産期医療研修会, 2014, 7, 8, 石川. 
（招待講演） 

 
 
H. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得 

なし 
2. 実用新案登録 

なし        
3. その他 

なし 
 


